
 

 

 

冬季夜間停電対応訓練を地域と連携して実施します 
 

冬期間に停電が発生し、電力供給が断たれた状況が長期化する想定のもと、災害

時の非常用電源の確保を図るために導入した災害時電源供給車および蓄電池を活用

し、どのような電化製品が、どの程度稼働できるかを検証します。 

 

1 訓練内容 

・災害時電源供給車および蓄電池を活用し、避難生活で使用する電化製品（暖房器

具など）の継続稼働時間を検証 
・冬期および夜間避難先で必要となる物品や防寒具などの確認 

・温かい非常食の調理・試食（お湯を沸かし、お湯のみで調理が可能なもの） 

 

2 訓練日時および場所 

⑴ 訓練日時：令和 7（2025）年 2 月 8 日（土曜日）午後 1 時～7 時 

⑵ 場所：北条地区（北条コミセン、大広田公会堂、鼻岳公会堂） 

 

3 参加予定者 

北条地区町内会長、自主防災会 約 30～40 人 

   

4 検証物品（一例） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

― 記者会見資料 1 ― 

令和 7（2025）年 1 月 8日 

防災・原子力課 

TEL 21-2316 

 

アウトランダーPHEV 

蓄電池 

アンカー・ジャパン㈱  

（容量：1,056Wh） 

蓄電池 

㈱Jackery Japan  

（容量：3,024Wh） 

暖房器具 

（石油ファンヒーターなど） 
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13：00
集合

13:45
15：30再集合
（大広田・鼻岳会場のみ）

16：00
再集合

17:00 18:00 19:00

■集合次第、設置
・暖房器具
・パーテーション
・ベッド
・簡易トイレ
・投光器など

【地域訓練】
※内容は上記①～③

■集合次第、設置
・暖房器具
・パーテーション
・ベッド
・簡易トイレ
・投光器など

【地域訓練】
※内容は上記①～③

視察

【稼働検証】

【再集合】
■蓄電池の残量確認
■片付け

　　　　　北条コミセンへ移動し、
　　　　　･ほぼ紙トイレ設置
          ･非常食の試食

市長送迎・移動・視察（予定）
15：30発　→　16：00コミセン着　→　非常食試食・視察

撤収

【稼働検証】

■夜間帯で
の状況確認

■蓄電池の
残量確認

■受付（鍵保管）
■集合次第、設置
・暖房器具
・パーテーション
・ベッド
・簡易トイレ
・投光器など
・アウトランダー

      　　　【地域訓練】

※設置完了後、一時帰宅、下記訓練を実施

①各町内会での安否確認訓練
②安否確認後、無線を使用したコミセンへの情報
連絡訓練
③各町内の防災物品の稼働確認

【再集合】

ほぼ紙トイレ
設置

非常食
試食

　　　　　　　　　【稼働検証】

　　　　　　　・蓄電池、発電機など
　　　　　　　・アウトランダー（他２会場へも巡回予定）

令和6（2024）年度　冬季夜間停電対応訓練
タイムスケジュール

北条
コミセン

鼻岳
公会堂

大広田
公会堂


